










び QDs を配置し，LSPR による QDs の発光増強の距離依存性を調べた。次に，金ナノ粒
子，形状異方性を持つ金ナノロッドを分散させた LSPR 基板を作製した。それぞれに CdTe 
QDsをのせ，単一微粒子分光により単一 QDsの発光応答の基板依存性を調べ，プラズ
モンの効果を解析したので報告する。 
【実験】金を蒸着した基板上に，poly(sodium 4-styrene sulfonate)と poly(allylamine 
hydrochloride)を交互吸着させて，その上に CdTe QDs を分散させ，分光特性を解析した。
また(3-aminopropyl)triethoxysilane 溶液を用いてガラス基板を修飾し，金ナノロッドを吸着さ
せた。これにより，金ナノロッド(長軸 7nm，短軸 36 nm)を敷き詰めた基板を作製した。水溶
性 CdTe QDs(発光ピーク 610 nm，量子収率 15%)を金ナノ粒子(粒径 30 nm)基板，金ナノロ













異なり CdTe QDs の平均寿命がほとんど変
化しないことが分かった。次に，金ナノ粒子
基板は 520 nmにプラズモン吸収，700～800 













































 exp (-t /)で解析した結果を図 3に
示す。ガラス基板上の on時間の確率分布のべ


























































































金ナノロッド基板 (c)上の単一 CdTe 
QDsの on時間の確率分布 
